
回旧目補
◎指示があるまで開いてはいけません。

注意事項

１試験問題の数は６０問で、１０時から１２時30分までの150分以内で解答するこ

と。

２解答方法は次のとおりである。

（１）各問題の選択肢の中から答えを１つ選び、次の例にならって答案用紙に記入

すること。なお、２つ以上解答すると誤りになるから注意すること。

（例）問300次の物質中、常温かつ常圧下で液体のものはどれか。

１塩化ナトリウム２プロパン３ナフタレン

４エタノール５炭酸カルシウム

正しい答えは｢４｣であるから答案用紙の

問300ととららら＆とろろらのうちろをぬりつぶして

問300とるととろろとらららとすればよい。

（２）正答は○の中全体をＨＢの鉛筆で濃く塗りつぶすこと。塗りつぶしが薄い

場合は、解答したことにならないから注意すること。

悪い解答の例 ⑪⑰②②①ｅ⑪ (採点されない｡）

(3)答えを修正した場合は、必ず｢消しゴム｣であとが残らないように完全に消す

二と｡鉛筆のあとが残ったり､画のような消し方などをした場合は.修
正または解答したことにならないから注意すること。

(4)解答用紙は折り曲げたり、よごしたりしないよう、特に注意すること。

３設問中の科学用語そのものやその外国語表示(化合物名、人名、学名など)には

誤りはないものとして解答すること。ただし、設問が科学用語そのもの又は外国

語の意味の正誤の判断を求めている場合を除く。

４問題の内容については、質問しないこと。
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○

問１構造と名称の正しい組合せはどれか。

ａ ｂ ．Ｃ ｅ

CＣＯがCH‘とⅣ埼亡M１ＣｉＩ
Ｏ

／、、

、グ〃

基礎薬学

、
グ

／
１
１
、 ○

グー■宍
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ａ ｂ Ｃ 。 ｅ

１ アントラセン ベンゾフェノン ピラゾール キヌクリジン プテリジン

２ フェナントレン ベンゾフェノン ピラゾール トロパン プリン

３ アントラセン アセトフェノン ピラゾール トロパン プテリジン

４ フェナントレン アセトフェノン ピラジン トロパン プリン

５ アントラセン アセトフェノン ピラジン キヌクリジン プリン

６ フェナントレン ベンゾフェノン ピラジン キヌクリジン プテリジン



問２日本薬局方医薬品ａ～ｄの構造に対する化学名のうち、正しいものの組合せは

どれか。

ａ

Ｃ

．

HYH’

Ｃｌ
Ｃ

ＣＯ２Ｈ

及び鏡像異性体

(3RS)-4-Ａｍｉｎｏ－３－(４－chlorophenyDbutanoicacid

○

ＣＯ２Ｈ

○
０

3-(Biphenyl-4-yl)－３－oxopropanoicacid

H3C"Sへ/うぐCＯ２Ｈ
ＨＮＨ２

(2S)-2=Amino-2-carboxypropylmethylsulfide

M蝉cＭ
ＨＮＨ２

（2S,3S)-2-Amino-3-methylpentanoicacid

l（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）

２

３（ａ、ｄ）

６（ｃ、ｄ）
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問３薬物と関連金属に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａシスプラチンの白金には、炭素原子が結合している。

ｂペニシラミンは、金属錯体を形成して金属塩中毒の解毒薬として機能する。

ｃビタミンBl2の中心金属は、銅である。

ｄブレオマイシンの抗腫傷活性発現には、鉄が関与する。

，（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ､ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問４ 原子の性質に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ硫黄、酸素、炭素、窒素のうち、最も電気陰性度が大きな原子は酸素であ

る。

ｂイオン化エネルギーが大きい原子ほど陽イオンになりやすい。

ｃ希ガス以外の原子においては、電子親和力が大きい原子ほど陰イオンになり

やすい。

ｄ硝酸中の窒素の酸化数は、＋４である。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ） ３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ） ６（ｃ，ｄ）
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誤
一
正
一
正
一
正
一
誤

常欺州承㈲鼠Ⅷ典H息
ＩⅡⅢⅣ

ａＩ～Ⅲは｢重なり形配座｣、Ⅳ～Ⅵは｢ねじれ

形配座｣とよばれる。

ｂＩは｢アンチ形｣、皿及びⅢは｢ゴーシュ形｣と

よばれる。

ｃＩ～Ⅵの中で最も安定な立体配座は、Ｉであ

る。

ｄⅡ及びⅢは、同じ安定性を示す。

ｅＩ～Ⅵの中で最も不安定な立体配座は、Ｖ及

Ｖ Ⅵ

正
一
誤
一
正
一
誤
一
誤

ｂ
｜
誤
一
正
一
誤
一
正

ｃｄｅａ

問５Newｍａｎ投影式Ｉ～Ⅵは、ブタンの立体配座を表したものである。下記の記
Ｏ

述ａ～ｅの正誤について、正しい組合せはどれか。

嘩
誤
一
正
一
誤
一
正

正 正

Ｖ及びⅥである。

問６フェノール類に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａベンゼンジアゾニウム塩を酸化すると、フェノールが得られる。

ｂフェノール類に塩化鉄(Ⅲ)試液を加えると、錯体を形成して呈色する。

ｃヒドロキノンを還元すると、ｐ－キノンが得られる。

ｄビタミンＥはフェノール性水酸基をもつため、生体内で抗酸化作用を示

す。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ)へ５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問７メトキシ基及びニトロ基による置換基効果に関する各組の序列のうち、正しい

ものの組合せはどれか。

ａニトロ化の反応‘性

QOcHo＞○＞
ｂＳＮｌ反応の反応′性

｡2N○一cH2OⅢ＞比ｃＯ９
ｃカルボン酸の酸‘性度

００

００

｡z腿愚CO2㈱
。アミンの塩基‘性度

o2NeM１，
１（ａ，ｂ）

４（ｂ，ｃ）

０

０

＞ＱｃＯｚ㈲

＞O-NH，

０

０
２（ａ，ｃ）

５（ｂ，ｄ）

５

○N○，

CH2OH＞＜＞CH2O㈱

０

０

＞比co-OcM

＞比CogNH，
３（ａ，ｄ）

６（ｃ、ｄ）

０

０
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問８４－〃オーブチルシクロヘキサノンの還元反応生成物’及び皿に関する記述のう

ち、正しいものの組合せはどれか。

中二雪L-中十中
H3C-?~CH3 H3C-?_CH3H3C~?－ＣＨ３
ＣＨ３ ＣＨ３ ＣＨ３

ａＩと皿は、互いにエナンチオマーの関係にある。

ｂ，と皿の安定な立体配座では、いずれも”γオーブチル基はアキシアル位を占

ｃⅡの安定な立体配座では、水酸基はアキシアル位を占める。

ｄｌと皿は、いずれも不斉炭素をもたない。

１（ａ，ｂ） ２（ａ，ｃ） ３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ） ５（ｂ、ｄ） ６（ｃ，ｄ）

問９ピリジンに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ窒素原子上の非共有電子対(孤立電子対)は、芳香族性に関与している。

ｂピロリジンより塩基性が弱い。

ｃほとんど水に溶けない。

ｄベンゼンよりニトロ化されにくい。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）
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問１０Ｘ欄に示した化合物の合成法として、Ａ法がＢ法に比べて適切であるものの組

合せはどれか。なお、キラル中心が存在する場合はラセミ体を使用している。

ａ

ｂ

Ｃ

．

Ｘ

ＯＣＨ３

ＣＨ３

ＯＣＨ３

ＣＯＣＨ３

Ｈ

ＯＨ

Ｈ

ＯＨ

１（ａ，ｂ）

４（ｂ、ｃ）

Ｂｒ

Ａ法

ＮａＯＣＨ３
－一

ＣＩＫＯＣ(CH3)３
Ｈ一

ＯＣＨ３
ＣＨ３ＣＯＣＩ
ＡｌＣＩ３

一

1）ＯｓＯ４
２）Ｈ２Ｓ
一

２（ａ，ｃ）

５（ｂ，ｄ）

７

○Ｎａ

Ｂ法

ＣＨ３Ｂｒ
一

ＨＫＯＣ(CH3)３
ｃ，－

ＯＣＨ３
ＣＨ３ＣＯＣｌ
ｐｙｒｉｄｉｎｅ

一

1）３－CＩＣ６Ｈ４ＣＯ３Ｈ
2）Ｈ+,Ｈ２○
一 一

３（ａ、ｄ）

６（ｃ，ｄ）
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問１１イリノテカン塩酸塩水和物に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれ

ｶﾐ。

謝哲｡○ 。ＨＣ１．３Ｈ２○

Ｍｃ

イリノテカン塩酸塩水和物

ａＲ配置の不斉炭素が存在する。

ｂアーエの窒素のうち、最も塩基性が強い窒素はアである。

ｃウの窒素の非共有電子対(孤立電子対)は、ｐ軌道に存在する。

ｄ植物アルカロイドであるカンプトテシンの誘導体である。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）
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ＯＨ

て振り混ぜるとき、液は赤色を呈する。

１ ２ ３

c畿曹胤岬ｄｃＭ
Ｉ』Ｉ
側｡車､x麗璽Ⅷ○へ

〉 ○

問１２記述(1)と(2)は、日本薬局方医薬品の確認試験の一部である。これにより試験さ

れる医薬品は１～５のうちどれか。

（１）本品の水溶液（ｌ→１０００)５ｍＬにニンヒドリン試液ｌｍＬを加え、水浴中で

３分間加熱するとき、液は紫色を呈する。

（２）本品の水溶液（ｌ→5000）２ｍＬに４－アミノアンチピリン試液ｌＯｍＬを加え

及び鏡像異性体

４ ５

３
３

Ｈ
”
Ｈ
叩

嚇
域
Ｃ

脚｡●Ⅷ
○～ＣＨ３

○
Ｃ
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Ｅ

こ

rCH，

議寧語、ろ等革半議半
ＮＯ２ ＮＯ２

○ ０ ○ ○ ○

Ａ Ｂ Ｃ ，

問１３図は日本薬局方医薬品アミノ安息香酸エチルの合成法を示したものである。

の合成法に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。

ａ反応Ｗは、ベンゼン環に対するニトロ基の付

加反応である。

ｂ化合物Ｂは、ニトロベンゼンをAlCl3存在

下、塩化メチルで処理しても合成できる。

ｃ反応Ｘは酸化反応であり、反応Ｙは還元反応

である。

ｄ反応Ｚは、ＳＮ２反応の機構で進行する。

ｅ化合物Ｅの矢印で示した酸素原子は、エタ

ノール由来である。

ｅｂ
一
正
一
誤
一
誤
一
正
一
誤
一
正

ｄ
一
誤
一
誤
一
誤
一
正
一
正
一
正

Ｃ

誤
一
正
一
正
一
正
一
誤
一
誤

１０－

正
一
誤
一
正
一
誤
一
誤
一
正
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問１４グルタチオンに関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。

岬鶏騨r州
ａ

グルタチオン

ａ本品はトリペプチドである。

ｂ本品に含まれるキラル中心炭素(ＡとＢ)の立

体配置はいずれもＳである。

ｃ本品にはＬ－システイン残基が含まれてい

る。

。左端の構成アミノ酸はＬ－アスパラギン酸で 量
ｂｃｄｅ

誤正誤正

正正誤正

誤誤正正

正正正誤

正誤正誤

あり、γ位のカルボキシ基がアミド結合を形成

している。

ｅ本品は容易にジスルフイドに酸化されることにより、生体に有害な酸化物を

還元的に除去する。

1１ ◇Ｍ１(284-12）



ａｂｃ

踊一謂十鵠
反応ＩＤ－アラビノースをＨＣＮと反応させると、２種類のシアノヒドリンＣと

Ｄが得られた。

反応ⅡＣとＤをそれぞれ対応するイミン]EとＦに変換した。

反応ⅢＥとＦをそれぞれ対応するアルドヘキソースＡとＢに変換した。

ａ反応Ｉは置換反応である。

ｂ反応皿は酸化反応である。

ｃ反応Ⅲは加水分解反応である。

。ＡはＤ－グルコースである。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

問１６フシ化水素と水に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。

ａフッ素原子の電気陰性度は、酸素原子の電気陰性

度より大きい。

ｂ肝Ｈ…Ｆの水素結合は、Ｏ－Ｈ…Ｏの水素結合より

強い。

ｃ液体のフシ化水素で形成されるｌ分子当たりの水

素結合の数は、水で形成される１分子当たりの水素

結合の数より多い。

ｄフシ化水素の沸点は、水の沸点より高い。

問1５

ｄ
｜
誤
一
誤
一
正
一
誤
一
正
一
正

１２

正
一
誤
一
誤
一
正
一
正
一
誤
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問１７屈折率、旋光度及び円二色性(CD)に関する記述のうち、正しいものの組合せ

はどれか。

ａ屈折率は、一定温度、一定圧力では物質に固有の値であり、測定波長を変え

ても変わらない。

ｂ旋光度は、測定波長により変化する。

ｃ旋光度は、光学活‘性物質の純度試験や定量に利用される。

ｄＣＤスペクトルからタンパク質の一次構造情報が得られる。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）

問1８ ジメチルエーテルを完全に燃焼させたときの標準燃焼エンタルピー

(kJ･ｍｏｌ－１)に最も近い数値はどれか。ただし、生成する水は気体とし、

CH30CH3(気体)、ＣＯ２(気体)、Ｈ２０(気体)の標準生成エンタルピーは、それぞ

れ-184,-394,-242ｋJ･mol-lである。

１１，３３０２－１，３３０３６６５

４－６６５５４５２６－４５２

1３ ◇Ｍ１(284-14）



問1９

◇Ｍ１(284-15）

遡
哩
Ａ

Ｅ

００．２０．４０．６０．８１

組成

ａ曲線ＡＢＣ及び曲線ＣＤＥは沸騰曲線である。

ｂ相の数をＰ，相律の系の自由度をＦとすると、Ｆ＝３－Ｐである。

ｃクロロホルムのモル分率が０．３５の混合物は、分留によって共沸混合物とク

ロロホルムに分けられる。

。クロロホルムとアセトンを混合すると発熱する。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

1４－

図はクロロホルムとアセトンの混合系の気相-液相の状態図である。圧力（ｌ気

圧)一定で、横軸は組成(クロロホルムのモル分率)、縦軸は温度である。この混

合系に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。



問２０電解質溶液の電気伝導率(導電率)に関する記述のうち、正しいものの組合せは

どれか。ただし、モル伝導率をＡとする。‘

ａ強電解質の希釈溶液では、Ａは濃度に対して直線的に減少する。

ｂ強電解質の濃度が高くなるとＡが小さくなるのは、陽イオンと陰イオンの

相互作用によってイオンの動きが抑えられるからである。

ｃ弱電解質では、濃度が高くなると急激にＡが小さくなる。

ｄ電解質の極限モル伝導率は、構成イオンの極限モル伝導率の差で表される。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問2１ コロイド分散系に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａコロイド粒子のブラウン運動は、コロイド粒子どうしの無秩序な衝突によっ

て起こる。

ｂ少量の電解質を添加すると疎水コロイドが凝集し沈殿するのは、コロイド粒

子間の静電的反発力が増加するためである。

ｃ限外顕微鏡は、コロイド粒子のチンダル現象を利用したものである。

。タンパク質などの親水コロイドは、アルコールなどの脱水剤や少量の電解質

を添加すると、凝集し沈殿する。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

1５－ ◇Ｍ１(284-16）



問2２ 化学反応に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ０次反応の反応速度定数の次元は、濃度・時間－１である。

ｂ可逆反応において、正反応と逆反応の反応速度定数は常に等しい。

ｃ触媒の添加で反応速度が大きくなるのは、反応の活性化エネルギーが低下す

るからである。

。活性化エネルギーが大きいと、その化学反応は吸熱反応となる。

１（ａ、ｂ）

４（ｂ、ｃ）

２（ａ，ｃ）

５（ｂ、ｄ）

１６

３（ａ，ｄ）

６（ｃ，ｄ）
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て正しいものの組合せはどれか。

◇Ｍ１(284-18）1７

問２３表は反応Ｈ２＋Ｂｒ２－２ＨＢｒにおいて、反応物の濃度(C比、ｃＢｒ富)を変えて反

応の初期速度ひを測定した結果である。この反応の反応次数はＨ２に関して

ｒ高－１､Br,に関して国である｡［二二コに入れるべき数値とし

ａ ｂ

１
１

－

２

１
－

２

２
１

－

２
１

３ １
１

－

２

４ １ １

５ １
３
’
２

６ ２ ２

ＣＨ２(ｍCl･Ｌ
－１
） ＣＢｒ２ (ｍCl･Ｌ '） "(ｍCl･Ｌ－ｌ･s-l）

1.4×１０
－２

1.6×１０
－２

１．１×１０
－６

1.4×１０
－２

3.2×1０
－２

1.6×１０
－６

１．４×１０
－２

6.4×１０
－２

2.2×１０
－６

2.8×１０
－２

3.2×１０
－２

3.2×１０
－６

5.6×１０
－２

１．６×１０
－２

4.4×１０
－６



問２４放射線に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａα線の飛跡は、電場や磁場の影響を受けない。

ｂβ一線は、物質の軌道電子との相互作用で後方散乱されることがある。

ｃγ線のエネルギーが大きい場合、原子核との相互作用で電子と陽子の対生成

が起こる。

。半価層は、透過放射線量が入射放射線量に対して半分になる吸収体の厚さで

ある。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）

問2５ 粉末Ｘ線回折測定法に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ無配向化した粉末試料にＸ線を照射し、その物質中の原子核を強制振動さ

せることにより生じる干渉性散乱Ｘ線による回折強度を、各回折角について

測定する方法である。

ｂＸ線の波長をﾉ１，面間隔を。、結晶の入射角及び反射角をβ、反射次数を〃

とすると、２dcos8＝〃入を満たす角度でのみＸ線回折が生じる。

ｃ結晶、結晶多形及び溶媒和結晶の同定、判定、定量などに用いることができ

る。

。明確な構造の規則性をもたない非晶質や結晶』性の著しく低下した試料の場

合、そのＸ線回折パターンは散漫‘性の極大をもつハローパターンを示す。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

１８ ◇Ｍ１(284-19）



問２６ガスクロマトグラフィー(GC)に関する記述のうち、正しいものの組合せはど

れか。

ａ移動相が気体であるため、固定相との吸着・分配平衡に達する時間が短く、

高い分離能が得られる。

ｂ熱伝導度検出器を使用する場合には、熱伝導度の大きいへりウムや水素など

をキャリヤーガスとして用いる。

ｃ水素炎イオン化検出器は、有機ハロゲン化合物に高い選択性を示す検出器で

ある。

ｄ質量分析計(ＭＳ)を検出器とするＧＧＭＳは、タンパク質などの高分子化合

物及び難揮発‘性物質の分析に適している。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問２７固定相としてオクタデシルシリル(ODS)化シリカゲル、移動相としてアセト

ニトリルと緩衝液(ｐＨ３）の混合溶媒を用いて、ベンゼン、トルエン及び安息香

酸の分離を液体クロマトグラフィーにより行った。次の記述のうち、正しいもの

の組合せはどれか。ただし、質量分布比をルとする。

ａトルエン、ベンゼン、安息香酸の順に溶出する。

ｂ移動相中のアセトニトリルの含量を増やすと、ベンゼン、トルエン及び安息

香酸のルは大きくなる。

ｃベンゼン、トルエン及び安息香酸の保持には、疎水性相互作用が働いてい

る。

。移動相中の緩衝液のｐＨを３から７に変えると、安息香酸のルは小さくな

る。

１（ａ，ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ） ５（ｂ、ｄ） ６（ｃ、ｄ）

１９－ ◇Ｍ１(284-20）



問２８フューズドシリカを用いたキヤピラリー電気泳動法(CE)に関する記述のう

ち、正しいものの組合せはどれか。

ａ液体クロマトグラフィーと比較して、ＣＥで試料の拡散が少ないのは、電気

浸透流が栓流であるためである。

ｂｐＨ４以下の酸性溶液中では、陰極から陽極に向かう電気浸透流が発生す

る。

ｃミセル動電クロマトグラフィーでは、中性物質とともにイオン性物質の分離

も可能である。

ｄキャピラリーゲル電気泳動法は、ペプチドのアミノ酸配列決定に広く用いら

れている。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

問２９試料の前処理法に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。
、

ａ溶媒抽出法では、アセトニトリル、メタノールなどの有機溶媒が用いられ

る。

ｂ逆相型の固相抽出法では、一般にクロロホルム、トルエンなどの有機溶媒が

用いられる。

ｃ除タンパクには、タンパク質変性沈殿法、限外ろ過法などが用いられる。

ｄ試料中の有機物の分解には、乾式灰化法、湿式灰化法などが用いられる。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）

－２０ ◇Ｍ１(284-21）



問３０ケトンａに対して転位をともなう酸化反応を行ったところ、エステルｂとｃが

得られた。

Ｏ
ＯＣＨ３ Ｏ

㈱､c入rcH｡‐垂哩Ⅷ劃c人o人cH．＋肌○入rcH，
ＣＨ３ ＣＨ３
ａ ｂ

図Ａ～Ｃはこの反応の原料及び生成物のｌＨ－ＮＭＲスペクトル(500ＭＨｚ，

CDCl3)である。化合物とスペクトルの正しい組合せはどれか。
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．
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問３１下の図は分子式C9H1002で表される化合物Ａ～Ｄのいずれかの質量スペクト

ル(EI-MS)である。記述ａ～ｄのうち、正しいものの組合せはどれか。

Ｃ

O

Cr､o人cH。
○ ○

比ＣＯＣ〆Lc脚｡ｃ〆LOC制仙，
O

CrJLo” ＣＣ Ｃ
Ａ Ｂ Ｃ ，

ａ分子式が同一の化合物では、理論的に分子イオンピークＭ＋と[Ｍ＋１］＋

及び[Ｍ＋２］＋のピークの相対強度の比は、ほぼ等しくなる。

ｂ化合物Ａ，Ｂ及びＤでは、柳/z91が強く観察される。

ｃ腕/z65は、加/ｚ９１から生じたフラグメントイオンピークである。

ｄこの化合物の構造はＡと推定される。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問３２日本薬局方Ｄ－ソルビトール(C6H1406：182.17)の定量法に関する記述につい

て､「－]の中に入れるべき数値はどれか。
本品を乾燥し、その約０．２９を精密に量り、水に溶かし、正確に100ｍＬとす

る。この液ｌＯｍＬを正確に量り、ヨウ素瓶に入れ、過ヨウ素酸カリウム試液

５０ｍＬを正確に加え、水浴中で１５分間加熱する。冷後、ヨウ化カリウム２．５９

を加え、直ちに密栓してよく振り混ぜ、暗所に５分間放置した後、遊離したヨ

ウ素を０．１mol/Ｌチオ硫酸ナトリウム液で滴定する(指示薬：デンプン試液

３ｍL)。同様の方法で空試験を行う。

Ｑ1mol/Lﾁｵ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ液1mL＝□mgC‘H,40‘
この滴定において、Ｄ－ソルビトール、過ヨウ素酸、ヨウ素酸は下記のように

反応する。

Ｃ６Ｈｌ４０６＋５１０４一一一→２ＨＣＨＯ＋４ＨＣＯＯＨ＋５１０３ー＋Ｈ２０

１０４－＋７１一十４Ｈ２ＳＯ４－－→４１２＋４Ｈ２０＋４ＳＯ４２－

ＩＯ３－＋５１一十３Ｈ２ＳＯ４－３１２＋３Ｈ２０＋３ＳＯ４２－

１１．８２２２２．２７７３３．６４３

４１８．２２５２２．７７６３６．４３

問３３日本薬局方における紫外可視吸光度測定法に関する記述のうち、正しいものの

組合せはどれか。

ａ通例、波長200,ｍから８００，ｍまでの範囲の光が、物質により吸収される

度合いを測定し、物質の確認、純度の試験及び定量などを行う方法である。

ｂ単色光が、ある物質の溶液を通過するとき、透過光の強さの入射光の強さに

対する比率を透過度という。

ｃ透過度の常用対数を吸光度という。

ｄ層長を１ｃｍ、吸光物質の濃度１mol/Ｌの溶液に換算したときの吸光度を比

吸光度という。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

2３ ◇Ｍ１(284-24）



問３４イムノアッセイに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａラジオイムノアッセイでは、llC，１３Ｎ，１５０などの放射'性核種で標識した抗

原が用いられる。

ｂ抗原あるいは抗体をプレートなどに固定して行うエンザイムイムノアッセイ

を、ELISAという。

ｃ抗体に結合した抗原(B)と非結合の抗原(F)の分離(B/F分離)を行わない方

法を、均一系免疫測定法(ホモジニアスイムノアッセイ）という。

。サンドイッチイムノアッセイ(two-siteイムノエンザイモメトリックアッセ

イ）は、

１（ａ，

４（ｂ、

高分子化合物よりも低分子化合物の定量に適している。

ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）

問３５物理的診断法ａ～ｄのうち、反射波を観測するものの組合せはどれか。

ａMRI法

ｂマンモグラフィー

ｃ超音波法(エコー又はドップラー法）

．ファイバースコープ法

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問３６記述アーェに該当する生薬ａ～ｈについて、正しい組合せはどれか。

アバラ科植物の種子の生薬で、主要成分として青酸配糖体を含み、鎮咳去疾薬

として用いられる。

イウコギ科植物の根茎の生薬で、主要成分としてオレアナン系のトリテルペン

サポニンを含み、健胃薬、鎮咳去疲薬として用いられる。

ウセリ科植物の根茎の生薬で、主要成分としてフタリド類を含み、漢方で貧血

や冷え症などの婦人薬として用いられる。

工キク科植物の頭花の生薬で、主要成分としてクロモン類やクマリン類を含

み、利尿薬、利胆薬として用いられる。

ａトウニン

ｂサイコ

ｃキョウニン

．ニンジン

ｅコウカ

ｆインチンコウ

９チクセツニンジン

ｈセンキュウ

問３７漢方処方に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ当帰苛薬散や加味這遥散は、桂枝湯を基本とした処方である。

ｂ補中益気湯や大建中湯は、人参が配合されている処方である。

ｃ葛根湯や小青竜湯は、麻黄が配合されている処方である。

ｄ八味地黄丸や牛車腎気丸は、柴胡と黄琴が配合されている処方である。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問３８植物成分ａ～。と生合成経路アーオの正しい組合せはどれか。

３

ＯＨＯ

ｂクエノレセチン

ｄβ－カ口テン

アミノ酸経路

酢酸-マロン酸経路とシキミ酸経路の複合経路

酢酸一マロン酸経路

シキミ酸経路

イソプレノイド経路

◇Ｍ１(284-27）
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問３９タンパク質の翻訳後修飾に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａリン酸化タンパク質では、セリン、トレオニン、又はトリプトファン残基に

リン酸基が結合する。

ｂｊＶ結合型糖鎖の付加は、一般にグルタミン残基に起こる。

ｃヒストンのリシン残基のアセチル化は、ヒストンとＤＮＡの結合親和性を低

下させる.。

ｄγ-カルボキシグルタミン酸残基は、血液凝固因子に含まれる。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）



問４０酵素と補酵素(補因子)との対応のうち、正しいものの組合せはどれか。

酵素補酵素(補因子）

ａカタラーゼ

ｂピルビン酸デヒドロゲナーゼ

ｃアミノトランスフェラーゼ

ｄチミジル酸シンターゼ

１（ａ，ｂ）

４（ｂ、ｃ）

２（ａ，ｃ）

５（ｂ，ｄ）

ヘム鉄

ピリドキサールリン酸

チアミンニリン酸

テトラヒドロ葉酸

３（ａ，ｄ）

６（ｃ、ｄ）

問４１クエン酸回路(TCAサイクル)に関する記述のうち、正しいものの組合せはど

れか。

ａアセチルＣＯＡとオキサロ酢酸が縮合し、クエン酸が生成する。

ｂｌ分子のアセチルＣＯＡの酸化に伴い、２分子のＣＯ２が生成する。

ｃ脱水素反応を触媒する酵素の補酵素としてＮADP＋及びＦＡＤが用いられ

る。

。基質レベルのリン酸化反応は起こらない。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問４２糖質に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａリボースは、アルドヘキソースである。

ｂｊＶ－アセチルーＤ－グルコサミンは、細菌のペプチドグリカンの構成成分であ

る。

ｃＮ－アセチルノイラミン酸は、糖タンパク質や糖脂質に含まれる。

。ラクトースは、β-ガラクトシダーゼにより、Ｄ－ガラクトース及びＤ－マン

ノースに加水分解される。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）
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問4３ヒトにおける脂質代謝に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ脂肪酸は、アシルＣＯＡを経てβ酸化経路により分解され、アセチルＣＯＡを

生じる。

ｂホスホリパーゼＣは、リン脂質の脂肪酸エステルを加水分解してリゾリン

脂質を遊離させる。

Ｃ脂肪酸は、アセチルＣＯＡ及びマロニルＣＯＡを原料として合成される。

ｄリノール酸は、体内で生合成されるので、必ずしも食品から摂取する必要は

ない。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問４４末梢神経系に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。
』■

ａ脳神経は、末梢神経系に分類され、脳と末梢の諸器官とを連絡する神経であ

る。

ｂ迷走神経は、第Ｘ脳神経であり、副交感神経線維を主体とする。

ｃ体性神経は、骨格筋、平滑筋、腺などの効果器を支配する。

ｄ交感神経は、副腎髄質に分布し、その神経節前線維終末からはノルアドレナ

リンが放出される。

ｅ運動神経は、骨格筋に分布し、その神経終末からはアセチルコリンが放出さ

れる。

１（ａ，ｂ，ｃ）２（ａ，ｂ，ｅ）３（ａ、ｃ、ｄ）

４（ｂ、ｄ、ｅ）５（ｃ，ｄ，ｅ）
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問４５循環器系に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ特殊心筋において、正常時におけるペースメーカーとして心拍数を調律して

いるのは、房室結節である。

ｂ延髄にある心臓抑制中枢の興奮は、迷走神経を介して心拍数を減少させる。

ｃ運動時には、骨格筋に分布している血管は収縮している。

ｄリンパ管は、組織液の一部を集めて静脈へ注ぐ。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問4６ 呼吸器系に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ横隔膜はドーム型の骨格筋であり、息を吸い込む時に収縮している。

ｂ気道壁を構成する平滑筋は、アドレナリンβ2受容体刺激で収縮する。

ｃＩ型肺胞上皮細胞は、肺胞表面を潤す界面活‘性物質(サーファクタント)を分

泌している。

ｄ血液のｐＨの低下は、化学受容器を刺激し、呼吸を促進する。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）
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正しい組合せはどれか。
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問４７消化器系に関する記述の正誤について、正しい組合

ａ交感神経刺激により、粘稲性の高い唾液が分泌さ

れる。

ｂ胃底腺の壁細胞は、アセチルコリンＭ１受容体を

もち、この受容体を介するホスホリパーゼＣの活

性化により胃酸分泌が促進される。

ｃＳ細胞がセクレチンを内分泌すると、豚液の分泌

が促進される。

ｄ肝臓は、脂肪の消化と吸収を促進する胆汁色素を脂肪の消化と吸収を促進する胆汁色素を回腸に排出する。

腎臓の機能に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａバソプレシンは、下垂体後葉から分泌される抗利尿ホルモンで、水の再吸収

を促進する。

ｂアルドステロンは、Ｎａ＋再吸収とＫ＋分泌を抑制する。

ｃレーンは、腎臓の傍糸球体細胞から分泌され、アンギオテンシノーゲンをア

ンギオテンシンＩに変換する。

ｄアンギオテンシンＩは、アンギオテンシン変換酵素によりアンギオテンシン

Ⅱに変換され、近位尿細管でのＮａ＋の再吸収を抑制する。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問4８
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問４９ウイルスに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａウイルスは、細菌に感染しない。

ｂＲＮＡウイルスが有するマイナス鎖ＲＮＡは、直接ｍＲＮＡとして使われる

問5０

RNAである。

ｃレトロウイルスは、逆転写酵素をウイルス粒子内に保持する。

。重症急性呼吸器症候群(SARS)ウイルスは、コロナウイルス科に属する。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

細菌の毒素に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ内毒素は、グラム陽性菌外膜に存在するリポ多糖である。

ｂウェルシュ菌のα毒素は、ガス壊痘を引き起こす。

ｃボツリヌス毒素は、内毒素に分類される。

ｄジフテリア毒素のＡフラグメントは、ＡＤＰリボシル化活性を有する。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ） ３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問５１細胞分裂と細胞周期に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ細胞周期のＧｏ期は、増殖能力を保持しながら増殖停止/休止をしている時

期である。

ｂＤＮＡ複製前にＤＮＡの損傷をチェックするための時期をＧ１/Ｓ期チェックポ

イントという。

ｃヒトは、２０対の常染色体と男女それぞれ２本の性染色体をもつ。

ｄ体細胞分裂前期では、染色体が細胞の赤道面に集合する。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問５２ＤＮＡ複製に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａＤＮＡポリメラーゼは、鋳型ＤＮＡと基質のデオキシヌクレオチドが存在す

れば、新たに娘鎖を合成できる。

ｂ岡崎フラグメントは、不連続複製時に合成される短鎖ＤＮＡである。

ｃＤＮＡは、半保存的に複製される。

ｄＤＮＡリガーゼは、二本鎖ＤＮＡの隣接する５'一リン酸と３'-0Ｈを水素結合

で結合する酵素である。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）
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問５３細胞内小器官に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａリソソームは、過酸化水素を生成するオキシダーゼと過酸化水素を分解する

カタラーゼを含んでいる。

ｂゴルジ体では、リボソームで合成されたタンパク質が糖鎖付加の修飾を受け

る。

ｃベルオキシソームは、多種類の加水分解酵素を含んでいる。

。ミトコンドリアは、内膜と外膜の二重の構造をもち、内膜はひだ状に折れ込

んでいる。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問５４遺伝子の翻訳に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ真核細胞のリボソームは、４ＯＳと６０Ｓのサブユニットから構成される。

ｂ大腸菌の翻訳開始因子であるIF-2は、ＡＴＰ結合タンパク質である。

ｃ終止コドンは３種類存在する。

ｄサプレッサーtRNAは、終止コドンを認識してリボソームのＰサイトにア

ミノ酸を運ぶtRNAである。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）
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問５５生体内のイオンに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ小胞体は、Ｃａ2＋貯蔵部位として機能している。

ｂ細胞内Ｃａ2＋は、カルシウム結合タンパク質を介して作用を発現する。

ｃ血葉中などの細胞外Ｃａ2＋濃度は、約０．３，mol/Ｌであるが、細胞内ではそ

れより極めて低い濃度に維持されている。

ｄ細胞外のＫ＋濃度は、ＡＴＰの水解エネルギーを利用して、細胞内に比べて

高く保たれている。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）

問5６ エイコサノイドに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａエイコサノイドの代謝は速やかであるため、その作用は産生局所にとどま

り、全身に波及することは少ない。

ｂシクロオキシゲナーゼ(COX)のアイソザイムであるCOX-2は、発現誘導を

受けにくい構成型酵素である。

ｃエイコサノイドは、細胞内に貯蔵されず、刺激に応じて産生される。

ｄアラキドン酸とエイコサペンタエン酸は、炭素数が１つ異なる。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）
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問５７生理活性物質に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａグルカゴンは、糖新生及びグリコーゲン分解を抑制する。

ｂ副腎皮質において、ステロイドホルモンは、コレステロールから産生され

る。

ｃトリヨードチロニン(T3)は、チロキシン(T4)より甲状腺ホルモン受容体活

性化作用が弱い。

。インスリンは、アミノ酸の細胞内への取り込みを促進し、タンパク質合成を

促進する。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

問５８サイトカインに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ腫傷壊死因子α(TNFα)は、活性化されたＢ細胞から産生される。

ｂインターフェロンα(IFNα)は、ウイルス‘性肝炎の治療に用いられる。

ｃケモカインは、白血球の遊走・活性化作用を有する。

ｄインターロイキンー12(Iし'2)は、ナチュラルキラー細胞(ＮＫ細胞)やＴ細胞

に働いて、ＩＦＮαの産生を促す。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ，ｄ）
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問５９生理活性物質とその前駆体との対応のうち、正しいものの組合せはどれか。

生理活』性物質前駆体

問6０

ａセロトニン

ｂドパミン

ｃノルアドレナリン

ｄγ一アミノ酪酸(GABA）

１（ａ，ｂ）

４（ｂ､ｃ）

２（ａ、

５（ｂ、

トリプトファン

チロシン

ヒスチジン

グリシン

c）３（ａ，

d）６（ｃ、

ｄ）

ｄ）

ホルモンに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ細胞の核内で作用するステロイドホルモンは、受容体を介して効果を現す。

ｂ副腎皮質刺激ホルモンは、糖質コルチコイド産生を抑制する。

ｃ成長ホルモンの分泌は、成長ホルモン放出ホルモンによって促進され、ソマ

トスタチンによって抑制される。

ｄドパミン受容体遮断薬を投与すると、プロラクチンの分泌が抑制される。

１（ａ，ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）
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